
















































































































　地域身分職桑 那須 塩谷 河内 芳賀 上都賀 下都賀 安蘇 足利 計
僧　　　侶 4 7 17 3 2 25 12 13 83
修　験　者 2 1 4 1 2 10 4 5 29
神　　　職 2 3 5 6 6 3 1 3 29
儒　　　者 2 1 2 3 2 10
医　　　師 8 9 9 7 6 12 4 55
武　　　士 6 3 2 1 9 1 3 25
浪　　　人 1 3 6 2 13 6 4 35
本　　　陣 2 2
名　　　主 3 3 5 7 5 17 5 8 53
農　　　民 4 1 24 3 9 20 8 4 73
商　　　人 1 2 2 4 9




不　　　詳 15 19 2 6 6 5 12 65






































　　　　　　地方年代 那須 塩谷 河内 芳賀 上都賀 下都賀 安蘇 足利 計
明　　歴 1655～ 1 1
万　　治 1658～




元　　禄 1688～ 1 1 2
宝　　永 1704～ 1 1
正　　徳 1711～
享　　保 1716～ 1 2 3
元　　文 1736～ 1 1
寛　　保 1741～
延　　享 1744～ 1 1
寛　　延 1748～
宝　　暦 1751～ 1 3 4
明　　和 1764～ 1 2 1 4
安　　永 1772～ 1 1 2
天　　明 1781～ 1 1 2
寛　　政 1789～ 1 5 2 1 9
享　　和 1801～ 1 1
文　　化 1804～ 2 1 3 3 5 5 9 28
文　　政 1818～ 2 3 3 3 4 3 5 23
天　　保 1830～ 1 1 10 8 2 9 2 4 37
弘　　化 1844～ 5 2 3 2 1 1 14
嘉　　永 1848～ 3 3 10 5 6 5 4 36
安　　政 1854～ 4 1 11 3 4 2 1 3 29
万　　延 1860～ 1 1 2 4
文　　久 1861～ 8 11 1 1 3 2 26
元　　治 1864～ 1 1 1 3
慶　　応 1865～ 1 3 16 1 2 7 2 3 35
幕末不詳 1868～ 12 31 24 4 20 69 22 27 209








































































































































那須 塩谷 河内 芳賀 上都賀 下都賀 安蘇 足利 計
算 1 1 1 10 1 2 16
読・書・算 5 11 17 8 5 1 1 1 49
善去　　．　　童目冗　　　　　日 27 19 71 23 34 101 44 53 372
読・書・武 1 2 3 2 8
武 2 1 5 1 9
画 1 3 4
医 1 1
不　　　明 11 3 1 2 17








































































































































































































天和　3 1683 1 1 O
寛政　4 1792 1 1 ×
享和　元 1801 1 1 ×
〃　41804 1 1 ×？
文化　9 1812 1 1 ○
文政111828 1 1 ×？
天保　2 1831 1 1 ○
〃　51834 1 1 ×
〃121841 1 1 ○
弘化　4 1847 1 1 ×
嘉永　5 1852 1 1 ×
〃（不明） 1 1 ×
安政　5 18581 2 3 O
〃　618591 1 2 ×
江戸時代なるも年代
　不　　　　　　明 1 1 1 3 ×
学制　頒布後 1 4 3 1 9 ○


























学制頒布後 1 1 足利郡・芳賀郡
　7．その躾教育についての考察
　昔の寺子屋にては硬教育が行われていたと説く者が多い。おそらく教育者
はじめ大部分の人達がそう信じているのではないだろうか。
　歌舞伎の菅原伝授手習鑑にては，師匠が弟子の首すら切って差出すのであ
り，竹中重治が弟子達に交って兵学の講義を聴いていたわが子に向って，「む
しろ座して尿せよ」と叱ったとは有名な逸話である。
　下野にも，自ら律すること厳しく，生涯独身を通して儒を講じ，老いて故
郷伊豆に余生を送らんと去るにあたり，弟子たちが貧乏な師へのはなむけに
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醸金して贈ったが絶対にうけず，紙扇のみをうけ，越名河岸から浦賀までの
船賃は自己の所蔵せる書籍を売って充てたというような中根東里先生の如き
儒学者の学塾もあり，そのような塾には自らなる気風があったであろうし，
儒学そのものの性格がその規律を要求したことではあろう。
　また藩学校も，藩主がその扶持を与えている藩士の子弟のための教育機関
であったから，それは士官学校的な性格と，官吏養成機関的な要素を，儒学
的な教育を以て充足しようとしていたと考えられるから，そこに藩士として
の規律を要求されたことは当然のことである。しかし，一般の手習塾にあっ
てはどんなものであったろうか。
　　　　リヲビ　ニ　 ムヲ　　　　　 ニ幼年去国　遊於東都　長而好建遊焉　所到之地　皆仮令嚥下而居焉　其　ナ11ヒヲ　ニ　スーヲ　ー一　㌧　ヲ　ゲテテー為人女華又能僻蹴居所託足之地開児輩而…即調而糊口藤
　　　　モザルトベニタリ　メパニ　　クの　リ有子 錐衣食不足常嬰如也　若倦其地　則韓違而適．宕邦　復借人之廉下、
　　レ　　　　　　こ　　　　　　レ　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　ヲ　　　メ　ヲ　　　ズ　　　　　　　　　　ニ　コ　出月租而集之　不敢住着於一所　猶蝸牛也　然而非負殻　而移歩之類也
　　こ　　ベ　　レ　　　ヨ　　ニ　　　　　　　べ　ベ　　　　　レレ
というような自ら欲するところにしたがって転々と居処を替え，
　「吾無爵無禄　何必着志於居処随f屯逗憲而可也
　　　　　　　　　て　　　　　　　い　　　レ　　　レ
といっている吉野鶴山のような儒者もあり，さきにものべたように糊口のた
めに手習塾を経営しているのも多かったこととて，規律のない放任主義の教
育が行われていたことの方が多かった。
　現に，私塾の師匠であった時は，その教授時間中なまけて日なたぼつこし
ながら弁当を食べてしまってもかまわなかったほど自由放任だった浪人あが
りの教師が，学制頒布により小学校の教師に任用されると，早速きびしい先
生に早がわり，躾と称してやたらに体罰を加え村人から排斥されてしまった
例すらある。学制頒布により小学校教師となった武士や浪人あがりの教師た
ちは，官員気取りで武士風を吹かせて威張りちらし，百姓町人出身の教師は
人数の少なかったせいもあってか，職員室の隅の方に小さくなっていなけれ
ばならなかったという話も多いし，士族出身ということを鼻にかけて，何か
というと「武士の躾」を強調していた教師の例は相当後まで残っている。
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註1　新村出「足利学校の盛時と西教宣伝」足利市史下巻535頁
註2　ルイス・フロイス「日本史一キリシタン伝来のころ一」柳谷武夫訳
　　東洋文庫　平凡社
註3　渡辺文雄家文書
註4　三田鼎次家文書
註5　右同
註6　日向野徳久「北関東に於ける一封建都市の研究」開成館
註7　入江宏「近世下野農村における手習塾の成立と展開一筆子名寄帳の分
　　析を中心に一」栃木県史研究13（1977）
註8　熊倉佐衛家文書　筆者がこれまで見た算法伝授の起請文としては，栃
　　木県内最古のものである。
註9　松崎利雄「栃木県の算額集」昭和44年
註10右同
　　表のうち×印は他の記録にはあるが，現存しないもの。×？印は松崎
　　氏が苦心調査したるもついに存否を確め得なかったもの。
　天和三年（1683）の佐野市星宮神社の武州江戸住村山庄兵衛吉重の奉納し
た算額は、いまのところわかっているものとしては現存する算額中，日本最
古のものである。この算額は筆者にとっても思い出深いものがある。昭和18
年冬星宮神社に参詣した筆者は，神社の左（東側）の濡縁に置いてあるこの
算額を見て驚き，神社の西南に住んでいる神社神職の家を訪ね，上に掲げて
おくか社殿の中へ収納しておかれるようお伝えして帰った。戦後間もなく佐
野へ行った折思い出して参拝がてら立ち寄って見ると，算額は地上に裏返し
になっており，附近の子供達が踏み台にして遊んでいた。子供達を諭して縁
側の上へ持ち上げて立で掛け，件の家を訪ねて二年前の話をすると共に，収
納しておくように申し入れた。すると，人の好さそうなその家の主人は「も
し必要なら差し上げます」と言う。
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　しかし，神社に奉納されている記念すべき算額を私物化すべきではないか
らと，くれぐれも大切にするようすすめて帰ったものであった。よもや当時
現存する日本最古の算額とは思わなかったが一・…。当時終戦直後とて，進駐
してくる占領軍について種々恐怖にみぢた流言がささやかれていた。特に神
社は敗戦まで，いわゆる万邦無比の国体とされた神国観と一体を為していた
ことから，すべて報復的な取りこわしが行われるとの噂もあった。国民のほ
とんどがうちひしがれて虚脱感におちいっていた時である。大切にしてくれ
る者に預けた方がよいと神主さんも考えられたことであったであろう。
　小山高専松崎利雄教授の苦心調査になる「栃木県算額集」に，29の算額の
うち現存しないもの13，有無を確め得ないもの2に及んでいる。このことは
戦前は他の掲額もしくは絵馬同様に扱われ，特別な価値は認められなかった
ことを示してもいる。
　また第1表徳川時代私塾経営者身分表に本陣としたのは適当ではないが，
それ以外に方法が見当らないからである。本陣主人は苗字帯刀御免であった
が，やはり身分という分類からは農民なり町人なりに属すべきものである。
ただそのようにした場合，名主はじめそれ以外の者も，名主の欄より下に書
いたものは同断である。だから表題は「身分表」としたが，職業別程度に考
えていただきたい。
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